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背景および目的 
燃料電池は高発電効率かつ窒素酸化物などの有害物質排出のない環境にやさしい新エネ

ルギー源として注目され研究開発が行われている。各種燃料電池の中で固体高分子型燃料

電池はサイズが小さく反応温度が低温なために家庭用電源として実用化が進められてい

る。固体高分子型燃料電池開発での重要なテーマの一つとして触媒の開発がある。     

現在、固体高分子型燃料電池の触媒はその殆どが白金をベースにしたものである。しかし

ながら触媒の能力、白金のコストなどまだ課題が残されている。Ｌｉイオン２次電池に対

してコスト及び電池としての特性を向上させるには少量で触媒能が高い新規触媒開発が重

要であり、それを目指して研究開発が積極的に行われている。 
触媒開発において触媒の局所構造を知ることは極めて重要であり、その解析手段の一つ

にＸＡＦＳ解析を挙げることができる。そこで今回、我々が開発を行っている各種白金系

の触媒の局所構造を明らかにすること、そして我々の触媒に対して最適な測定方法を選定

することを目的としてＸＡＦＳの測定を行った。 
 
 
実験 
実験はＢＬ１９Ｂ２にて行った。測定手法は基本的に透過法で行い、一部Ｌｙｔｌｅ検

出器を使った蛍光法で行った。試料は数種類のＰｔ、ＰｔＣｏ触媒をカーボン繊維シート

上に形成したものを用い、透過法の場合これを数枚重ねて測定をした。また標準試料とし

ては６μｍ厚のＰｔ箔、Ｐｔナノ粒子、ＰｔＣｏナノ粒子を用いた。Ｐｔ、ＰｔＣｏナノ

粒子は適量をＢＮにまぜてタブレット状に成型したものを用いた。測定はＰｔのＬⅢおよび

ＬⅡ吸収端について行った。 
 
 
 
 
 



結果 
 図１に各試料のＰｔＬⅢおよびＬⅡのＸＡＮＥＳプロファイルを示す。図に示すように各

試料におけるホワイトラインの強度に差があることがわかる。図２にＥＸＡＦＳスペクト

ルをフーリエ変換した動径分布関数を示す。これらのデータからＰｔ触媒における局所構

造を解析した結果を表１に示す。Ｐｔ触媒の解析に用いた位相シフトと後方散乱振幅は標

準試料であるＰｔ箔のデータから導出した。これらの結果から各試料のＰｔ－Ｐｔ距離と

Ｘ線回折から見積もられる結晶子サイズとの相関を確認することができた。またＰｔＬⅢお

よびＬⅡのＸＡＮＥＳプロファイルを用いてｄバンド空孔数を解析した結果Ｐｔ＿０２ ＞ 
ＰｔＣｏ＿０２ ＞ ＰｔＣｏ＿０１ ＞ Ｐｔ＿０１ ＞ Ｐｔ箔といった結果になった。Ｐ
ｔ＿０１についてはＬｙｔｌｅ型検出器を用いた蛍光法による測定も行ったが、バックグ

ラウンド形状の処理等を考えると、今回の試料では透過法での測定が適していると判断し

た。 
 
 
 

 
【図１】各試料のＸＡＮＥＳスペクトル（（ａ）ＰｔＬⅢ、（ｂ）ＰｔＬⅡ） 

 



 
【図２】各試料の動径分布 

 
 

 配位数 Ｐｔ－Ｐｔ距離（Å） 
Pt foil 12 2.774 
Pt_01 9.2 2.76 
Pt_02 9.6 2.77 

【表１】Ｐｔ触媒の配位数および第一近接Ｐｔ－Ｐｔ距離 
 
 

まとめ 
 今回、各種白金系触媒についてその局所構造をＸＡＦＳスペクトルの解析から求めた。

また測定法に関しての選定を行いその結果、透過法が適していることを判断した。今後よ

り詳細な解析を続けていきさらに触媒の作成条件を変えたものに対してデータを蓄積し総

合的に触媒特性との相関を明らかにしていきたいと考えている。また触媒には電池駆動に

よる劣化といった大きな問題があり、今後劣化過程での局所構造変化の測定についても検

討していきたいと考えている。 
 


